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本稿は、韓国で実施した質問紙調査の結果を通し、韓国で学ぶ日本語学習者の漢字学

習への意識とストラテジーの傾向を明らかにする。漢字学習ストラテジーとは、漢字を

より楽しく効果的に学ぶために学習者が用いる手段を指す（Oxford 1990; キム 2005）。

従来、漢字学習に関する調査は非漢字圏学習者を対象としたものが多く（大北 1995；

加納 1998；キム 2005）、韓国で学ぶ学習者に重点を置くものは少ない（海野他 2004）。

また、「漢字文化圏」（淡島 1992）と言われながら、戦後幾度にわたる漢字教育政策変

更を繰り返す中で韓国における漢字への認知度や意識が低下したとの指摘もある（文

2007）。こうした中、学習目的や学習者特性ごとに漢字学習の意識やストラテジーを正

確に把握し、漢字学習への意欲の向上や効率化につなげていく努力が望まれる。 

本研究では、学院と大学という異なる環境で学ぶ学習者計 171 名に 65 項目からなる

質問紙調査を実施し、全体的傾向を探るとともに、両グループの違いについても統計的

に分析した。主な結果として、半数以上の回答者が「漢字が好きではない」と回答、大

部分の学習者が「漢字の読み方」、「書き方」共に「難しい」と回答し、漢字に対する苦

手意識が明らかとなった。また、「繰り返し書く」ストラテジーの多用など、先行研究

と類似した傾向も見られた反面、日本のテレビや漫画などのリソースを利用するという

韓国特有の傾向も見られた。さらに、学院生は「計画に沿って学習する」などのメタ認

知ストラテジーや、「教師に質問する」などの社会的ストラテジーを有意に多用する傾

向があるのに対し、大学生は各種記憶ストラテジーやリソース利用を有意に多用する傾

向が見られ、学習目的や環境に応じてストラテジー使用傾向が異なることが示唆された。

これらの結果をふまえて日本語教育への示唆について論じるとともに、今後の課題にも

触れる。 

（７９９字） 
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